
 

 

 

   

運動会を終えて 

 運動会を終えて感じたことを書いてもらった作文紹介の最終号です。今回は１組の２人の作文を紹

介します。まずは、中学校最後の運動会にみんなと協力しながら取り組んだこの方！ 100m では

良い走りを見せていましたね。題して「最後の運動会」 

 じめじめとまとわりつくような暑さがきた。運動会の季節だ。少し

ずつ練習が始まり、今年は３年生なので中学校最後の運動会というこ

ともあり緊張感も高まってきた。 

 初めて大繩の練習をしたとき、初めてとは思えない程よく跳べた。

その次の練習でも、そのまた次の練習でもよく跳べてみんなが大繩な

ら１位をとれると思っていた。むかで競争の練習は、順番のことでも

めそうになり、足がそろわなかったなど、なかなかひとつになれず不

安だった。この頃から大繩も他のクラスに追いこされ、なかなか連続

で跳べなくなり、焦りや不安からかクラスの雰囲気が悪くなっている

ような気がした。 

 そしてむかえた予行練習。ムカデ競争は最後まで競ってなんとか１位だった。しかし自信のあった

大繩では１位をとることができなかった。私たちはそれが悔しかった。本番までの期間必死に練習し

た。しかし、ムカデ競争では他のクラスが急速に追い上げてきて、それに焦ってなかなかうまく進む

ことができなくなった。大繩もなかなかタイミングがそろわず、何回も何回もひっかかってしまう、

そんな不安で本番をむかえた。 

 全員リレーは３位だった。しかし諦められ

たりなどせず午後のムカデ競争と大繩に意気

込んでいた。ムカデ競争、みんなで声を出し

合って一周とまることなく走りきれた。しか

し惜しくも２位だった。しかし、前日までひ

っかかってばかりだった大繩は、いつもより

ミスの回数がとても減って、何回も何回も連続で跳べ、１位になることができた。 

 総合優勝はできなかったけれども、最後の大繩でクラスとしてひとつになり、結果をつかめたこと

が嬉しかった。また、結果はどうであれ、ひとりひとりが満足できる運動会になったと思った。 

 

 続いて、中国から転入してきて、言葉の壁がある中でも

一生懸命練習や本番に励んでいたこの方！ 題して「運動

会」 

 頑張ろう。頑張ろう…応援の声とともにレースが始まり

ました。私たちのクラスは最初から遅れていました。やっ

と私の順番になりました。緊張のため、その時私はもう汗

まみれ。 

 惜しくも他の２組が走るのが速すぎて最後の１組になり

ました。バトンを受け取った瞬間、足が速くなった。残念なことに、他のクラスが速すぎて、私たち

のクラスは最下位でした。 

 大ムカデは私が最も恐れているプロジェクトです。それは全員のチームワークが試されるものだか

らです。先生の号令に従って女子チームは出発しました。３クラスとも誰も倒れなかった。プレッシ

ャーがかかる中、運動会実行委員の掛け声とともに全員が一斉に右足を踏み出しました。私はビート

に従って、一歩ずつ進みました。途中で時々転びそうになりましたが、それでも踏ん張りました。最

終的には２位になりました。 

 大縄跳びは私たちが最も自信をもっているプロジェクトであり、実際に素晴らしい結果を達成しま

した。案の定、今回は一致団結して全員が高くジャンプして、見事優勝しました。みんな疲れていま

したが、成功は嬉しいです。私たちは１４０回跳びました。 

 今日の運動会により、私は多くの感想が生まれました。その一つがチームワークの大切さです。運

動会ではチームメンバーと一緒に力を合わせて競技に臨むことが求められます。この経験からチーム

ワークの重要性を再確認することができます。仲間との連携や協力を通じて目標を達成する喜びを感

じました。
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